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　　　　　　　　　症　 　例

　 11 歳，女児．手術 の 1 か月 前 頃か ら咳嗽，微 熱

あ り．近医受診，胸部 X 線にて 縦隔の 異常陰影 を，

CT に て 前縦 隔に胸腺に 接す る腫瘤 を認め られ ，

精査加療 目的に て 当院受 診．胸腔鏡 ドの 迅速の 後，

開胸腫瘍摘 出術が 施 行 され た ．

　　　　　　　　　病理 所見

　胸腺 内の 被膜 を有す る 腫瘍及び，複数 個の腫瘍

の み の 断片が提 出され た．腫瘍に は 網 目状や
一

部

島状に 配列する 上 皮成分の 問 に リ ン パ 球 が 豊富 な

皮質成分と ．ハ ッ サ ル 小体 を 含み 上 皮及 び リ ン パ

球は疎な髄質成分が 認め られ た．ハ ッ サ ル 小体 の

分布や 密度 は非腫瘍胸腺 と類似し て い た．腫瘍 内

に脂 肪滴が 散 見され た．上皮細胞は 多辺形 で 類 円

形核 を 有し
， 免疫 染色 に て ケ ラ チ ン 陽性，核分裂

像や MIB −1 陽性細胞は ほ とんど 見られ なか っ た．

皮質 の リン パ球は 免疫染色に て CDla ，　 UCHL −1，

CD99 ，　 MIB −1 陽性で あ っ た．髄質成分の 上皮は 小

型で 結合性が 弱 く． リン パ 球は CDIa ，　 UCI 　IL−1，

CD99 ，　 MIB −1 陰性で あ っ た，皮質 成分と髄質成分

が 認め られ Bl と診断さ れ る が．皮質部分は通 常

の Bl 　thynionna よ り上 皮が豊富で B2 的で あ っ た ．

　　　　　　　　　考　　察

　胸腺腫は 小児縦 隔腫 瘍 の 1 ％ と い う報 告 もあ り

稀で ある，stage 且 と考え られ，無治 療で 密な経

過観察 と さ れ た．
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ます．

零 記 聾

　

嚀

拍h
ど垂

F

郎収
…
藻
誤

ヤ
貰
蝕

耳
ジ

r・
ー
5

灘
．・ 讀 蓋 観 ，

図 1　 HE 染色．分葉状の 非腫瘍性胸腺 と 線維性被膜で

　 　 境 さ れ る 腫 瘍 が 認 め ら れ る ．腫瘍 に は 散在性 の

　 　 脂肪沈着 と ハ ッ サ ル 小休が認 め られ る．
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図 2　 ケ ラ チ ン 免疫染色 網 ［状 に ト皮が配列した 皮

　 　 質 へ の 分化 を示 す 部分 と．ハ ・
ソ サ ル 小 体 を A し

　 　 上 皮成分 の 疎な髄質へ の 分化 を ・ドす部分が 認 め

　 　 ら れ る ．
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